


・ 野生鳥獣の集落周辺への頻繁な出現と被害の低減を図るために、生息できる森林再生整備と集

落周辺の潜み場所の解消など里山再生整備について、市町を対象に事業説明会を開催し、６市

町９地域で事業計画が策定されました。野生鳥獣の生息に適した森林へ誘導する更新伐の規模

や伐採方法・伐採割合、緩衝帯の延長や幅については技術的な課題もあることから、より効果

的な森林整備の方法を確立することが必要です。

依然として野生鳥獣による農林水産被害に歯止めがかからないことから、市町による集落リーダ

ーの育成や組織化など獣害につよい地域づくりを進めるとともに、鳥獣被害対策実施隊等における

捕獲者の確保など地域の捕獲力を強化します。また、市町や企業等と連携したニホンザルの大量捕

獲技術の開発や捕獲体制の広域連携等に取り組みます。

さらに、外食産業等と連携した新たな商品化の実現など獣肉の一層の利活用に向けた成果が生ま

れつつあることから、企業等と連携した新商品の開発やレストラン等での新メニューへの活用促進

に加え、品質や供給量の安定確保のための解体処理施設整備の支援や解体処理から加工・販売等に

至る獣肉の処理・供給体制づくりを進めます。

森林等の再生については、平成 24 年度に実施した施行地において整備実施前後のモニタリング

調査等を実施し、獣害の低減効果についての検証を行い、より効果的な方法で森林整備を実施する

ことにより、野生鳥獣の集落周辺の頻繁な出現と被害の低減を図ります。

これらの「獣害につよい地域づくり、捕獲力の強化」、「獣肉等利活用」、「生息環境の創出」の対

策に、総合的に取り組むことにより、野生鳥獣による農林水産被害の減少をめざします。

＜実践取組１＞「野生鳥獣による農林水産被害」を解消するために

●（一部新）獣害につよい地域づくり推進事業

（第６款 農林水産業費 第１項 農業費 １２ 農業経営対策費）

当初予算額：(24) ７５９，２９９千円 → (25) ７５９，１３６千円

事業概要：集落の取組を推進するためのリーダーの確保・育成、組織化など、獣害につよい地

域づくりを、市町等と連携しながら総合的に進めます。(フォーラム・地区研修会

の開催、鳥獣被害防止総合対策事業費補助金の交付、国交付金対象外経費への

県単補助等）

●（一部新）地域捕獲力強化促進事業

（第６款 農林水産業費 第１項 農業費 １２ 農業経営対策費）

当初予算額：(24) ２３，４３４千円 → (25) ２７，８６３千円

事業概要：野生鳥獣の個体数調整を進めるための大量捕獲技術の開発を推進するとともに、地

域における捕獲技術の向上、捕獲体制の整備・強化、広域連携に向けた取組を促進

します。（有害鳥獣捕獲力強化のための補助金交付、サルの大量捕獲技術の開発

等）

平成 25年度の取組方向

主な事業

農林水産部



＜実践取組２＞「獣肉等の利活用に向けた課題」を解決するために

●みえの獣肉等流通促進事業

（第６款 農林水産業費 第１項 農業費 １２ 農業経営対策費）

当初予算額：(24) １２，８１０千円 → (25) １２，４９５千円

事業概要：捕獲した野生鳥獣を地域資源と捉え有効活用していく取組を促進するため、獣肉の

品質や量の確保、施設整備の支援、新しい商品の開発や販売の推進など、獣肉の処

理・供給体制の整備を進めます。（有効利活用研修会、野生獣肉料理教室の開催

等）

＜実践取組３＞「集落周辺への頻繁な出現」を解決するために

●森林再生による野生鳥獣の生息環境創出事業

（第６款 農林水産業費 第４項 林業費 ９ 森林総務費）

当初予算額：(24) ７９，０５２千円 → (25) ７２，９９４千円

事業概要：かつて野生鳥獣の住処であった健全な森林を再生するとともに、集落付近の森林に

おいて野生鳥獣の隠れ場所等を解消し、野生鳥獣の出没機会の減少を図ります。
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